
AIを活用した公共交通サービスによる
持続可能な地域づくり実現プロジェクト

寄附を活用する内容（R7年度の取組み）

事業の概要

人と自然が響き合い、
にぎわいあふれる共創のまち日向

寄附検討企業の皆様へ

寄附額に応じて、市公式SNSや市ホームページへの掲載、広報紙掲載や記者クラブへの情報提供、感謝状贈
呈式など、様々なベネフィットをご用意しております。詳細は、総合政策課までお気軽にお問い合わせください。

R7事業費 4,499万円
目標金額 2,000万円

当市の市民バスは、市街地でも平日５便と利用が限ら

れるため、利用者が年々減少しています。市民バスの課

題を解消し、乗車リクエストに応じてAIが最適経路をリア

ルタイムで設定するAIオンデマンド交通の導入に活用させ

ていただきますので、ご支援をお願いします。

【ＡＩオンデマンド交通の導入】

令和７年度下半期に、市街地路線のエリアにＡＩを活用した利用者の要求に応じた配車（On 

demand配車）を行うＡＩオンデマンド交通の実証運行を行います。

【特徴】

スマートフォンや電話による運行予約とＡＩを活用した最適なルート設定により、ダイヤにとらわれずに、

必要な時に必要な場所へ移動することが可能になります。また、バスの待ち時間を減らすことができるとと

もに、スマートフォン上で予約したバスの運行状況を把握することができるので、バス待ちの際の不安を解

消できます。

【効果】

乗降場所を現行から100箇所程度増やすことで、バス停までの移動距離の短縮や、バス停を新たに設

置することで、車を運転することができない市民や観光客の移動利便性の向上が図れ、新たな地域内経

済循環が生まれます。また、送迎に利用されていた自家用車利用を抑制することで、CO2排出量削減が

見込まれ、気候変動への対応が図れます。
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